
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
設

「
勤
続
加
算
枠
」

　

収
穫
の
秋
、
読

書
の
秋
、
食
欲
の

秋
・
・
・
。
多
く

の
秋
が
あ
る
。
秋

は
気
候
が
ち
ょ
う

ど
よ
く
、
色
々
な

事
を
行
う
の
に
向

い
て
い
る
季
節
で

あ
る
こ
と
が
よ
く

わ
か
る
言
葉
た
ち
だ
▼
で
は
、

岩
手
の
秋
と
は
、
い
つ
だ
ろ
う

か
。
10
年
前
で
あ
れ
ば
、
お
盆

が
過
ぎ
た
ら
涼
し
く
な
り
、
11

月
に
も
な
れ
ば
初
冬
と
い
っ
た

趣
だ
っ
た
。
し
か
し
、
今
年
は

盛
岡
で
は
30
℃
以
上
の
真
夏
日

観
測
が
７
月
22
日
か
ら
42
日
間

も
続
き
、
お
盆
が
過
ぎ
て
も
秋

の
気
配
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

過
去
の
気
温
を
調
べ
て
み
れ
ば
、

確
か
に
気
温
は
上
昇
し
て
お
り
、

地
球
が
温
暖
化
し
て
い
る
の
は

確
実
だ
と
言
え
る
。
だ
が
、
気

候
変
化
の
原
因
は
、
よ
く
地
球

温
暖
化
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
実

際
は
諸
説
あ
り
、
決
定
的
な
理

論
が
無
い
の
が
現
状
で
あ
る
▼

そ
の
よ
う
に
、
あ
い
ま
い
な
事

柄
が
多
い
世
の
中
に
お
い
て
、

我
々
に
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
は
、
多
面
的
な
情

報
の
収
集
だ
。
正
確
な
行
動
は

正
確
な
事
実
認
識
が
無
け
れ
ば

で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
職
場
環

境
に
も
通
じ
る
。
多
面
的
な
目

線
で
職
場
環
境
を
確
認
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
見
つ
か
っ
た
課
題

を
仲
間
と
共
有
・
議
論
す
る
こ

と
で
、
一
つ
一
つ
解
決
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

う
。

▲諸課題について改善を求め交渉する地公共闘交渉団

▲千葉総務部長へ大型ハガキを手渡す佐藤地公共闘議長（右）

▲総務部長の改善姿勢について質す県職労交渉団

▲回答する千葉総務部長
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11
月
９
日
、
岩
手
県
地
方
公
務
員
共
闘
会
議
（
議
長
・
佐
藤
工
岩
教
組
委
員
長
）
は
、
確
定

闘
争
に
係
る
最
終
局
面
と
な
る
千
葉
総
務
部
長
と
の
交
渉
を
行
っ
た
。
佐
藤
議
長
は
、
「
給
与

引
上
げ
を
含
む
12
月
定
例
会
提
案
事
項
は
了
。
引
き
続
き
県
全
体
を
考
え
た
施
策
を
講
じ
て
ほ

し
い
」
と
要
請
し
、
交
渉
を
終
了
し
た
。
今
後
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
へ
の
評

価
反
映
等
、
各
任
命
権
者
交
渉
で
詳
細
を
詰
め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

【
給
与
改
定
】

　

県
人
勧
ど
お
り
給
与
改
定
を

12
月
議
会
に
提
案
。月
例
給
は
、

初
任
給
及
び
若
年
層
に
重
点
を

置
き
、
給
料
表
全
体
を
引
き
上

げ
、一
時
金
は
、０
・
１
０
月（
再

任
用
職
員
は
０
・
０
５
月
）
を

引
上
げ
、
期
末
手
当
・
勤
勉
手

当
に
均
等
に
配
分
す
る
。
差
額

支
給
時
期
に
つ
い
て
は
、
年
内

に
支
給
で
き
る
よ
う
作
業
を
進

め
て
い
る
。

【
会
計
年
度
職
員
の
給
与
改
善
】

①
給
与
改
定

給
与
改
定
の
実
施
時
期
は
、

国
や
他
県
の
取
り
扱
い
等
を
勘

案
し
、
４
月
か
ら
遡
及
。

　

期
末
手
当
に
つ
い
て
は
、
常

勤
職
員
の
期
末
手
当
の
改
定
と

の
均
衡
を
基
本
と
し
つ
つ
、
常

勤
職
員
の
年

収
ベ
ー
ス
の

改
定
率
と
の

均
衡
も
勘
案

し
、
今
年
度
に
お
い
て
は
０
・

０
５
月
分
引
上
げ
る
。

②
勤
勉
手
当
の
支
給

来
年
度
か
ら
の
支
給
に
向

け
、
勤
勉
手
当
支
給
に
係
る
条

例
案
を
12
月
議
会
に
提
出
。
評

価
を
含
め
た
制
度
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
今
後
改
正
さ
れ
る
人

事
委
員
会
規
則
の
内
容
も
踏
ま

え
、
各
任
命
権
者
に
お
い
て
検

討
す
る
。
期
末
・
勤
勉
手
当
そ

れ
ぞ
れ
の
支
給
月
数
に
お
い

て
、
常
勤
職
員
と
均
衡
を
図
る

必
要
が
あ
り
、
来
年
度
か
ら
年

　

県
職
労
は
11
月
10
日
、
確
定

闘
争
最
終
局
面
と
な
る
千
葉
総

務
部
長
と
の
交
渉
を
行
い
、
独

自
課
題
の
改
善
回
答
を
求
め
た
。

【
高
齢
層
職
員
の
勤
務
意
欲
策
】

　

勤
勉
手
当
の
上
位
区
分
の
適

用
に
お
い
て
、
一
般
の
評
価
枠

と
は
別
に
55
歳
以
上
の
高
齢
層

職
員
に
限
定
し
た
「
勤
続
加
算

枠
」
を
新
設
し
、
概
ね
２
回
に

１
回
は
上
位
区
分
を
適
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

【
特
殊
勤
務
手
当
の
改
善
】

　

防
疫
等
作
業
手
当
（
鳥
イ
ン

フ
ル
等
対
応
）
に
つ
い
て
、
他

県
均
衡
及
び
獣
医
師
、
薬
剤
師

の
処
遇
改
善
の
一
環
と
し
て
、

手
当
額
の
引
上
げ
を
２
月
議
会

で
条
例
提
案
。

【
人
員
確
保
】

　

来
年
度
の
採
用
者
数
は
今
年

度
（
約
１
４
５
人
）
と
同
程
度

の
見
込
み
。
定
年
退
職
者
が
生

じ
な
い
来
年
度
は
、
20
人
程
度

の
過
員
が
生
じ
る
見
込
み
。
過

員
を
、
育
児
休
業
や
病
気
休
職

な
ど
欠
員
が
生
じ
て
い
る
所
属

に
配
置
す
る
。
職
場
の
状
況
を

し
っ
か
り
把
握
し
た
上
で
、
人

員
体
制
の
確
保
を
進
め
て
い
く
。

【
超
過
勤
務
課
題
】

　

給
与
費
全
体
で
予
算
が
確
保

で
き
て
い
る
こ
と
か
ら
２
月
補

正
で
対
応
し
、
過
不
足
が
生
じ

た
場
合
は
人
事
管
理
費
の
部
局

間
調
整
を
行
う
。

【
今
後
の
闘
争
に
向
け
て
】

　

最
終
局
面
で
は
総
務
部
長
か

ら
55
歳
以
上
に
限
定
し
た
勤
勉

手
当
の
「
勤
続
加
算
枠
」
の
新

設
の
回
答
を
引
き
出
し
た
。
高

齢
層
職
員
の
処
遇
改
善
は
こ
れ

ま
で
県
職
労
が
長
年
要
求
し
て

き
た
も
の
で
あ
り
、
今
確
定
闘

争
の
大
き
な
成
果
と
言
え
る
。

一
方
で
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
勤
勉
手
当
に
お
け
る
評
価
の

運
用
な
ど
継
続
課
題
は
山
積
。

引
き
続
き
取
り
組
み
強
化
は
不

可
欠
だ
。
今
後
も
実
態
を
も
と

に
交
渉
を
強
化
し
て
い
く
。

４
・
５
０
月（
期
末
２
・
５
０
月
、

勤
勉
２・０
０
月
）
と
な
る
も
の
。

【
通
勤
手
当
】

　

ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
動
向
や
他

県
の
検
討
状
況
等
を
注
視
し
、

県
職
労
の
意
見
も
踏
ま
え
な
が

ら
、
手
当
額
改
定
の
必
要
性
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

【
交
渉
到
達
点
】

　

勧
告
完
全
実
施
、
年
内
差
額

支
給
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

４
月
遡
及
改
定
、
来
年
度
か
ら

の
勤
勉
手
当
支
給
な
ど
一
定
の

到
達
点
と
受
け
止
め
る
。

　

一
方
で
、
会
計
年
度
任
用
職

員
へ
の
勤
勉
手
当
支
給
に
関

し
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
職

務
は
評
価
に
な
じ
ま
な
い
と
し

て
期
末
手
当
で
の
支
給
又
は
評

価
対
象
と
し
な
い
取
り
扱
い
を

求
め
た
が
、要
求
に
は
届
か
ず
、

常
勤
職
員
と
同
様
の
取
り
扱
い

と
な
っ
た
。
評
価
の
運
用
に
つ

い
て
は
継
続
協
議
と
し
て
お

り
、
県
職
労
と
し
て
不
公
平
感

が
生
じ
な
い
運
用
と
な
る
よ
う

引
き
続
き
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。

　

再
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
や

諸
手
当
改
善
な
ど
、
継
続
課
題

に
つ
い
て
も
改
善
に
向
け
取
り

組
み
を
強
化
す
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
も
４
月
遡
及
改
定

地公共闘

給与改定 12月議会提案

11
・
10
県
職
労
・
総
務
部
長
交
渉

勤
勉
手
当
55
歳
以
上
限
定

　

２
０
２
３
年
度
特
別
闘
争
資
金
（
２
０
２
３
年
３
月
の
第
１
２

９
回
臨
時
大
会
決
定
）【
６
月
・
２
５
０
０
円
、12
月
・
３
０
０
０
円
】

の
う
ち
３
０
０
０
円
に
つ
い
て
、
12
月
の
給
与
（
月
例
給
）
か
ら

引
き
去
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

引
去
コ
ー
ド
は
「
Ｄ
欄
」
で
す
。
御
理
解
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
２
０
２
３
年
度
新
規
加
入
者
、
再
任
用
職
員
及
び
会
計

年
度
任
用
職
員
の
組
合
員
は
、
免
除
し
ま
す
。

　各支部での確定闘争学習会、闘争
委員会等の取組に役立っています。

12月の給与で

　　　　 が
引き去りされます

闘争資金

11.9確定闘争最終局面 総務部長交渉
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県
職
労
県
庁
支
部
は
11
月
15

日
に
今
年
度
の
支
部
役
員
選
挙

を
公
示
し
、
立
候
補
者
全
員
が

信
任
さ
れ
新
体
制
を
確
立
し
た
。

 

支
部
長
に
は
佐
々
木
琢
磨
さ

ん
が
再
任
さ
れ
た
。

役
職
・
氏
名
は
次
の
と
お
り
。

支
部
長

佐
々
木
琢
磨
（
医
療
政
策
室
）

副
支
部
長

佐
藤　
　

健
（
団
体
指
導
課
）

川
村　

一
弘
（
観
光
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室

）

書
記
長

小
原　
　

大
（
農
村
建
設
課
）

書
記
次
長

菊
池　
　

勉
（
管
財
課
）

執
行
委
員

藤
村　

美
香
（
漁
港
漁
村
課
）

神
成　

貞
雄
（
森
林
保
全
課
）

菊
池　
　

圭
（
医
療
政
策
室
）

小
田
島　

源
（
河
川
課
）

荒
木　

貴
郎
（
水
産
振
興
課
）

坂
下　
　

修
（
管
財
課
）

飯
坂　
　

覚
（
定
住
推
進
・
雇
用
労
働
室

）

小
原　
　

忍
（
農
村
計
画
課
）

会
計
監
事

古
舘　

俊
也
（
県
土
整
備
企
画
室
）

中
村　

貴
文
（
ふ
る
さ
と
振
興
企
画
室
）

小
原
明
日
香
（
税
務
課
）

▲交渉に臨む税務協交渉団（手前）
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県
庁
支
部
で
23
体
制
を
確
立

　

県
職
労
は
、
２
０
２
５
年
７

月
実
施
予
定
の
参
議
院
議
員
選

挙
比
例
代
表
に
つ
い
て
、
自
治

労
組
織
内
の
岸
真
紀
子
（
き
し

ま
き
こ
）
さ
ん
の
推
薦
を
決
定

し
た
。

　

岸
さ
ん
は
北
海
道
・
岩
見
沢

市
職
員
組
合
出
身
で
２
０
１
９

年
初
当
選
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

特
に
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

勤
勉
手
当
創
設
に
係
る
法
案
審

議
の
際
は
、
処
遇
改
善
の
趣
旨

の
浸
透
を
図
る
附
帯
決
議
の
実

現
に
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て

き
た
。
岸
さ
ん
の
必
勝
に
向
け

た
支
持
浸
透
を
お
願
い
す
る
。

支
部
長
に
佐
々
木
琢
磨
さ
ん
を
再
選

佐々木県庁支部長

　

11
月
10
日
、
県
職
労
税
務
職

員
協
議
会
は
税
務
職
場
で
働
く

職
員
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
基
に
作
成
し
た
要
求

書
を
今
野
税
務
課
総
括
課
長
に

提
出
し
、
交
渉
を
行
っ
た
。

【
超
過
勤
務
の
縮
減
】

　

今
野
課
長
は
必
要
な
超
過
勤

務
を
行
っ
た
分
の
支
給
は
当
然

で
あ
り
、引
き
続
き
事
前
命
令
・

事
後
確
認
の
徹
底
を
所
属
長
に

対
し
伝
え
て
い
く
と
の
見
解
を

示
し
た
。

【
組
織
体
制
・
人
材
育
成
】

　

ベ
テ
ラ
ン
職
員
と
経
験
の
浅

い
職
員
の
人
員
配
置
に
偏
り
が

生
じ
て
い
る
職
場
も
あ
り
、
ス

キ
ル
の
継
承
や
人
材
育
成
が
難

し
い
こ
と
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
人
員
配
置
を
求
め
た
の

に
対
し
、
今
野
課
長
は
人
員
の

偏
り
が
生
じ
て
き
て
い
る
こ
と

は
危
惧
し
て
い
る
。
再
任
用
等

の
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
確
保
が
充

実
し
て
き
て
い
る
た
め
、
そ
う

い
っ
た
職
員
を
活
用
し
、
人
材

育
成
や
こ
れ
か
ら
の
職
員
に
税

務
職
場
に
残
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
、
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り

に
努
め
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。

【
新
税
務
シ
ス
テ
ム
等
】

　

組
織
再
編
や
新
た
な
税
務
シ

ス
テ
ム
の
導
入
と
い
っ
た
、
大

き
な
変
革
が
迫
る
な
か
、
現
行

と
の
変
更
点
な
ど
全
体
像
が
見

え
な
い
と
い
っ
た
不
安
も
あ
り
、

再
編
後
の
組
織
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
職
員
に
対
し
説
明
を
行

う
よ
う
求
め
た
の
に
対
し
、
今

野
課
長
は
、
現
在
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
等
で
円
滑
に
再
編
が

行
え
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

る
。
再
編
後
の
詳
細
が
決
定
後

に
職
員
に
向
け
て
説
明
を
行
う

予
定
で
あ
り
、
混
乱
が
生
じ
な

い
よ
う
丁
寧
に
説
明
し
て
い
き

た
い
と
の
姿
勢
を
示
し
た
。

　

県
職
労
は
10 
月
21
日
、
２
０
２
４
年
３
月
実
施
予
定

の
北
上
市
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て
、
自
治
労
県
本
部
・

北
上
市
職
労
組
織
内
の
平
野
明
紀
（
ひ
ら
の　

あ
き
の

り
）
さ
ん
の
推
薦
を
決
定
し
、
同
日
開
催
の
第
１
２
２

回
中
央
委
員
会
に
お
い
て
確
認
し
た
。

　

平
野
さ
ん
は
、
地
域
に
お
い
て
働
く
者
の
視
点
か
ら
、

持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
確
保
、
保
育
環
境
の
充
実
等

の
子
育
て
支
援
、
多
様
性
の
尊
重
、
持
続
可
能
な
市
役

所
体
制
の
確
保
等

の
市
政
課
題
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　

今
後
、
平
野
さ

ん
の
支
持
拡
大
に

向
け
、
組
合
員
・

家
族
へ
の
支
持
浸

透
を
お
願
い
す
る
。

２
０
２
５
年
７
月
参
院
選
比
例

岸まきこさんを推薦 税
務
ス
キ
ル
の
継
承
に
努
め
る

税
務
職
員
協
議
会
／
税
務
課
総
括
課
長
交
渉

２
０
２
４
年
３
月
北
上
市
議
選

平
野
明
紀
さ
ん
を
推
薦

平野　明紀
（立憲民主党・現２期・55歳）


